
≪深谷高校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

課程 全日制 学科 普通科 生徒数 
(男)381 

(女)252 
計 633 

ホームページ http://www.fukaya-h.spec.ed.jp/ 

アクセス 深谷駅から徒歩３０分、自転車１２分 

教育課程等

の特徴 

自分に合わせて選べる２つのクラス 

・特進クラスは、大学進学への対応を充実させ、国公立大学・中堅私立大学等に進学

できる学力の育成を目指します。 

 平日放課後にスタディサプリ・スタディプログラム補習、土曜日に本校教員の学力

向上補習を実施します。 

・一般クラスは、多くの生徒が大学等への進学を希望しています。 

 １学年では、基礎学力の育成に重点を置き、全クラス共通科目を学習します。 

 ２学年では、文系と理系に分かれて学習します。 

 ３学年では、生徒の適性や進路希望に応じて選択科目を設け学習します。 

・平成３１年度から、１・２年生に Classi を導入し、新入試対策と学力向上に向け

ての取り組みを始めました。 

活躍が顕著

な部活動 

・ラグビー部 全国高校ラグビー大会（花園）出場、ベスト１６（平成２８年度） 

       全国高校７人制ラグビー大会 ７位（平成３０年度） 

・男子バレー部 春の高校バレー全国大会出場（平成２５年度） 

        関東大会出場（平成３０年度） 

・山岳部 関東大会出場（平成３０年度） 

・陸上競技部 100ｍ関東大会出場（平成３０年度） 

特色ある 

学校行事 

・修学旅行 広島・大阪方面（２学年）   

・生徒会主体の文化祭（９月）体育祭（１０月）球技大会（３回）予餞会（１月） 

家庭・地域 

との連携 

・ＰＴＡ支部別懇談会を１２会場で実施。 

・ＰＴＡ・後援会研修旅行、ＰＴＡ上級学校見学会の実施。 

・吹奏楽部が地元公民館まつり等で演奏。 

・地元の大学との高大連携 

・地元小学校とのスポーツ交流事業（５種目） 

進

路 

状

況 
四大 53 人 短大 7 人 専門 95 人 就職 50 人 その他 14 人 

傾

向 

・例年四大・短大・専門学校等上級学校への進学者が８割、就職・その他で２割 

・大学の指定校推薦枠は、約５００名。短大・専門学校の指定校推薦枠は多数 

・スポーツ推薦での有名国立・私立大学への進学実績有り 

（※生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 月卒業生の実績値） 

２ 入学者選抜情報 

＜本校が求める生徒＞ 

 志をもって、勉強や部活動、学校行事等、多くのことを追求し充実した高校生活を送れる生徒 

 

＜詳しい入学者選抜基準はこちら＞ 

（「埼玉県公立高等学校入学者選抜における各高等学校の選抜基準」が別ウインドウで開きます） 

 

http://www.fukaya-h.spec.ed.jp/
http://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/r3senbatsu-kizyun.html


深谷高校は､文武両道、行事に燃える学校深谷高校は､文武両道、行事に燃える学校

◇ 学力の向上、部活動の振興で夢を実現し、未来を拓く深谷高校
◇ 生徒が主体となった学校行事の運営
◇ きめ細かな学習指導。特進クラスと一般クラスの設置。少人数学級編制と習熟度別授業（英語・数学）
◇ 田園に囲まれ落ち着いた、のどかな環境 ９８％の生徒が自転車を利用して登校

県立深谷高校 ～生徒の成長物語～

本校志望生徒数が増加し、
より高いレベルの進学校
として発展する。指定校
推薦以外での４年制大学
合格者を増やす。
文武両道の精神に基づき、
部活動の活性化を更に進
め、複数の部活が全国大
会や関東大会で活躍する。

１年生

２年生

３年生

本校の
特 色
本校の
特 色

□自分に合わせて選べる２つのクラス
・特進クラスは、大学進学への対応を充実させ
国公立大学・中堅私立大学等に進学できる学
力の育成を目指します。

・一般クラスは、多くの生徒が大学等への進学
を希望しています。

□基礎学力の育成に重点を置き、全クラス共通
科目を学習します。

□少人数授業、習熟度別学習（英語・数学）

□四大・短大・専門学校等上級学校への進学
者が８割、就職・その他は２割
・豊富な大学指定校推薦枠、約５００名
・進路希望に応じた各種説明会、面接指導
□３学年では、特進クラス・一般クラスとも
に、生徒の適性や進路希望に応じて選択科
目を設け学習します。
□最上級生として、部活動や学校行事の中心
として活躍します。
□地域を学ぶ科目「ふかや学」の設置

『ふっかちゃん』」の
深谷高校ラグビー部

Version

育成方針

行 事
部活動

体験学習

□２年生では、
・文系と理系に分かれて学習します。
・特進クラスは、１年次より引き続き、平日放
課後にスタディプログラム補習、土曜日に本
校教員の学力向上補習を実施します。

□中堅学年として、部活動や学校行事の中心と
して成長していきます。

地域・ＰＴＡとの連携

□生徒会主体の文化祭（9月）体育祭（10月）
球技大会（3回）予餞会（1月）
□広島大阪方面への修学旅行（令和3年度）

□ラグビー部 全国高校ラグビー大会（花園）
(平成30年度出場、通算10回出場）
全国７人制大会 ７位（平成30年度）
□男子バレー部 全国大会優勝
春高バレー（4回）高校総体（4回）
関東大会出場 （平成30年度）

□山岳部 関東大会出場（平成30年度）
□陸上部 100ｍ関東大会出場(平成30年度)
□運動部 県大会出場（9部）（令和元年度）
□吹奏楽部 埼玉県吹奏楽コンクール

地区大会Ｃの部金賞(令和元年度)

□高大連携協定を結んでいる
大学にて校外授業を実施
特進クラスが「情報」の授
業の一環で、講義・実習・
施設見学
□高大連携協定締結校
・埼玉工業大学
・女子栄養大学
・群馬医療福祉大学

本校の教職員

□親切で熱心に生徒とコミュ
ニケーション
□部活動の指導や補習指導に
熱心

本校の３年後の目標

□地域との連携
・小学生とのスポーツ交流事業
・深谷市主催・小学生に教える
高校生ボランティア

・吹奏楽部が地元公民館まつり
で演奏
□ＰＴＡ活動
・ＰＴＡ支部別懇談会を12会場
で実施。ＰＴＡ・後援会研修
旅行、上級学校見学会実施

ＩＣＴの活用
□ＩＣＴの活用
・全教室にプロジェクタの設置
・タブレット活用の授業
□Classi（ベネッセ）の導入
・大学入試改革への対応
・課題配信で基礎学力の定着
・学習動画活用で自学自習の確立
・アンケートシステムの活用



≪深谷商業高校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

課程 全日制 学科 
商業科・会計科・情報処

理科 
生徒数 

(男) 348 

(女) 484 
計 832 

ホームページ http://www.fukasyo-ch.spec.ed.jp/ 

アクセス 
ＪＲ高崎線深谷駅より 徒歩１５分 

深商前下車 

教育課程等

の特徴 

・１年次は、少人数学級編成※による指導で基礎学力をじっくり身につける 

・２年次以降は、それぞれの専門分野の高度な知識・技能の修得など、目標に応じた 

 カリキュラム編成で、未来に生きる学力と高度な専門資格を身につける 

  ※少人数学級編成は、商業科、会計科（両科合わせて定員 200 人を 6 クラス編成） 

    です。 

活躍が顕著

な部活動 

・陸上部（H28 インターハイ出場）、水泳部（H28 関東大会出場）、 

  卓球部（R1 関東大会出場）、ソフトテニス、野球、サッカー 等 
・簿記部、コンピュータ部 

 （両部とも R1 競技会で県大会団体優勝、全国大会出場） 

 ※簿記部は３４年連続全国大会出場、コンピュータ部は３２年連続全国 

  大会出場 

特色ある 

学校行事 

・国際交流事業の実施  

 隔年、国際感覚を身につけるため、オーストラリアでの国際交流を１週間の日程で 

 行っている。 

・就職セミナーの実施 

 外部講師による、マナーや面接指導等を行う。最後に内定者セミナーの実施。 

家庭・地域 

との連携 

・地域中学校への出前授業、小学校との交流事業（高校生が授業やスポーツ活動等を 

 援）を実施 

・芸術鑑賞会、生徒向け講演会等 保護者への公開 

・保護者面談期間等における保護者、中学生等への授業公開 

・地域の企業と連携して、地元の産業祭への参加 

進

路 

状

況 
四大 ４１人 短大 １５人 専門 １０７人 就職 １０６人 その他 ３人 

傾

向 

・３年間の計画的な進路指導により、生徒ひとり一人の進路目標を確立させ、ほぼ 

 １００％進路決定の実績 

・有名私立大学のビジネス系学部への指定校推薦をはじめとする大学進学や、銀行等の 

 県内金融機関、卸・小売、サービス、製造業などを中心とした多様な企業への就職 

 等、専門資格を生かした進路実現 
（※生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 月卒業生の実績値） 

２ 入学者選抜情報 

＜本校が求める生徒＞ 

・商業高校で学ぶことに明確な目標を持ち、その実現のために努力する生徒。 

・地域、社会の発展に貢献する人材となるための、豊かな人間性を身につけようとする意欲のある 

 生徒。 

＜詳しい入学者選抜基準はこちら＞ 

（「埼玉県公立高等学校入学者選抜における各高等学校の選抜基準」が別ウインドウで開きます） 

http://www.fukasyo-ch.spec.ed.jp/
http://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/r3senbatsu-kizyun.html


３ 育成方針（埼玉県立深谷商業高等学校 生徒の成長物語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
社会で活躍するために必要な第一の道具

は、自分で考え、問題を解決するための学

力です。本校では、この確かな学力を身に

つけるとともに、産業界で即戦力として活

躍するための高度資格の取得を目指しま

す。 
資格は、即戦力としての力を将来にわた

って証明する人生のパスポートとなりま

す。本校では、簿記、コンピュータ、英語

などのたくさんの資格試験を実施し、各種

１級の取得率は県内で断然トップの実績を

あげています。高校時代に大卒レベルの高

度な資格を取得し、各分野の専門家として

人生を切り拓いていった先輩もたくさんい

ます。 

 
本校の校訓は、深谷市出身で近代日本の

資本主義の父といわれた渋沢栄一翁が大正

十一年に来校された折りに揮毫された、「至

誠」（何事にも、まごころをもって尽くすこ

と）「士魂商才」（常に道徳を根底とし、社

会を豊かにすることのできる商業の才能を

持つことが大切）の教えに基づきます。 
本校では、この校訓を、変化の激しい現

代にあっても、社会に貢献する人材の持つ

べき基本的な精神として受け継ぎ、現代の

ビジネス社会において活躍できる最新の知

識・技術と、社会の発展に貢献できる豊か

な人間性を兼ね備えた人材の育成を使命と

しています。 
 

伝統に根付く豊かな人間性 未来に生きる学力と資格 

 
 
 
本校の資格取得や職業人としての豊

かな人間性の育成の成果は、進路実績

にも現れています。就職では、地元優

良企業から求人が多く寄せられ、内定

率 
１００％を達成しています。 

また、進学でも、高度資格取得は高

く評価され、大学や専門学校の推薦入

学などにこれを生かし生かして、 
１００％の入学を実現しています。 

進路実現１００％ 

 深谷商業高校は、県立の商業高校としては

最も古い創立１００年の歴史と伝統を誇り、

卒業生は約２７,０００名に及ぶ卒業生が、

各界で活躍しています。校章の白線一本は、

「一商」県立第一商業高校を示します。本校

は、社会に貢献できる豊かな人間性と、現代

のビジネス界で活躍するために必要な最新

の知識、技能の習得により、将来にわたって

輝き続けることのできる人づくりに取り組

んでいます。 

社会で活躍するための学

力や専門の知識・技術

職業へのパスポー

トとなる資格

豊かな人間性の上に、社会で活躍するための様々な

道具を身にまとい、資格というパスポートに乗って

未来を駆ける。 

社会に貢献でき

る豊かな人間性



≪深谷第一高校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

課程 全日制 学科 普通科 生徒数 
(男) 380 

(女) 466 
計 846 

ホームページ  http://www.fukaya1-h.spec.ed.jp/ 

アクセス ＪＲ深谷駅より徒歩２０分 

教育課程等

の特徴 

・３年生は進学に重点を置いた一般受験クラスを理系・文系それぞれに設置 

・２年生は文系と理系に分かれて履修 

・令和元年度から２年生にも一般受験クラスを設置 

・スタディーサポートの活用 

 【 卒業生からのメッセージ 】 

 深谷第一高校は、生徒のやりたいことを全力でサポートしてくれる学校です。勉強

面では、わからない箇所を先生方に聞いたり、たくさんの補習を受けたりすることが

できます。部活動では、全国大会に出場する部も多く、運動部・文化部ともに活気に

あふれています。進路指導に関しては特に力を入れており、１年生の頃から考える機

会を多く設けています。みなさんもぜひ深谷第一高校で青春の１ページを刻んでくだ

さい。（岡部中出身 T.N） 

活躍が顕著

な部活動 

・弓  道  部 インターハイ出場男子個人(H30) 関東大会出場男子個人(R1) 

・放 送 部 全国高等学校総合文化祭 ６年連続出場（R1) 

       ＮＨＫ杯全国高等学校放送コンテスト 11 年連続出場（R1) 

・吹 奏 楽 部 吹奏楽コンクール西関東大会出場（H30) 

・陸上競技部 関東大会・インターハイ出場 男子 400ｍＨ(R1) 

特色ある 

学校行事 

・体育祭（６月）は学年別のクラス対抗 

・文化祭（９月）は生徒が主体的に取組み、大盛況 

・沖縄修学旅行(令和元年度実施) 

家庭・地域 

との連携 

・三者面談(６月)､授業公開(１１月） 

・学校家庭クラブによる交通安全キャンペーン 

・深谷市花フェスタへの参加 

・地元小学校との交流(書道部、家庭部、生徒会) 

・地域対象の定期演奏会(吹奏楽部) 

・市内幼稚園保育園での実習(３年選択者) 

進

路 

状

況 
四大 154 人 短大 26 人 専門  102人 就職 

民 間 9 人

公務員 5 人 

その他の

卒業生 23 人 

傾

向 

・大学、短大指定校推薦枠は２００人以上 

・国公立大学へ３名進学 → 筑波大  2 名（ 浪人 1 名含 ）・筑波技術大学 1 名 

・公立の専門学校に多数合格 → 埼玉県立高等看護学校（ 9 名 ） 

（※生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 月卒業生の実績値） 

２ 入学者選抜情報 

＜本校が求める生徒＞ 

   夢の実現のため、自主的な努力を怠らない生徒 

＜詳しい入学者選抜基準はこちら＞ 

（「埼玉県公立高等学校入学者選抜における各高等学校の選抜基準」が別ウインドウで開きます） 

 

http://www.fukaya1-h.spec.ed.jp/
http://www.pref.saitama.lg.jp/f2208/r3senbatsu-kizyun.html


深谷第一高校で、夢を持とう､夢を語ろう､夢を実現しよう！

◇ 本校の授業 ２年生から文系と理系に分かれ、進学に重点を置いた一般受験クラスを設置
◇ 行事や部活動 生徒が主体的に取り組む学校行事と多種多様な部活動(運動部１７部・文化部１０部)
◇ 学校の周辺情報 ＪＲ深谷駅から徒歩２０分、市街地に在りながら緑豊かな木々に囲まれた伝統校

県立深谷第一高校 ～生徒の成長物語～

※３年後の学習面、進路面、生活面
などに関する目標を必ず記載し、可

能なものは数値化してください。

１年生

２年生

３年生

本校の
特 色

※３年間の生徒の育成
方針を、中学生や保
護者に分かりやすく
記載してください。

〇１年生では、学習の基礎づくりとして
文系理系それぞれの科目をバランス良
く学習します。

〇自分の将来を見通して、夢の実現に向
かって努力することを学びます。

文 系 理 系

〇文系、理系それぞれに進学に重点を置
いた一般受験クラスを設置し、大学入
試に耐え得る学力を養います。

〇専門学校進学希望者、就職･公務員希望
者もそれぞれに合ったきめ細やかな進
路指導を受けます。

〇夢の実現も間近に迫ります！

コバトン＆
さいたまっち

行 事
部活動

成長を促す取組

〇２年生では、文系と理系に分かれて授
業を受けます。

〇部活動や学校行事でも中心となってい
きます。

〇深谷市花フェスタ参加(4月)
〇地元幼稚園、保育園、小学校、
中学校との交流

〇交通安全キャンペーン実施
など

〇遠足(５月)
〇体育祭(６月)
〇文化祭(９月)
〇修学旅行(11月)など

〇放送部、書道部、陸上部が全国大会へ
弓道部は全国準優勝の実績あり
吹奏楽部、空手道部も関東出場実績あり

運動部１７部
文化部１０部

〇未来を拓く『学び』プロジェクト
〇スタディーサポートの活用
〇補習講座(朝､放課後､長期休業)
〇保育実習(３年選択者)
〇全国大会、関東大会にも出場する活発
な部活動 など

本校の教職員

〇本校の教職員は、総勢64名
学習指導や部活動指導に
熱心に取り組みます！

本校の３年後の目標

〇進学は、国公立大学・有名
私立大学へ合格できる学力
を身につける。

〇部活動では県大会上位以上
へ進出する。

地域との連携

進学重点クラス
(一般受験クラス)

恵まれた施設

〇全教室冷暖房完備
〇トレーニング室（H28新設)
〇夜７時まで利用可能な自習
室(H28新設)

C Fukaya City

一般受験クラス

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjJ8cev8IPNAhWk2qYKHYCnBJ0QjRwIBw&url=http%3A%2F%2Fwww.pref.saitama.lg.jp%2Ftheme%2Fmascot%2F&psig=AFQjCNHPO3LtIpV7lSr-sK4eDAyqxSDItg&ust=1464769078309410
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjJ8cev8IPNAhWk2qYKHYCnBJ0QjRwIBw&url=http%3A%2F%2Fwww.pref.saitama.lg.jp%2Ftheme%2Fmascot%2F&psig=AFQjCNHPO3LtIpV7lSr-sK4eDAyqxSDItg&ust=1464769078309410


 ≪深谷はばたき特別支援学校の活性化・特色化方針≫ 

（令和３年度～） 
１ 学校基本情報 

種別 知的障害 
学部・

学科 
小・中・高等部 

児童 

生徒数 

(男) 195 

(女) 83 
計２７８ 

ホームページ http://www.habataki-sh.spec.ed.jp/ 

アクセス 秩父鉄道秩父線 武川駅下車 徒歩１５分 

教育課程等

の特徴 

○全学部において担外の自立活動部と連携し、自立活動の時間の指導の充実を図って 

 いる。 

○全校共有の発達検査(太田ステージ評価の実施と活用)を行っている。 

○小中高のつながりのあるキャリア教育を進め、１２年間の体系的な指導を図ってい 

 る。 

〇本校独自の教育支援プラン作成マニュアルが完成し、支援プラン作成と活用の充実 

 を図っている。 

特色ある 

学校行事や 

部活動 

○文化祭(メロンフェスティバル)は、多くのボランティアの協力を得ながら、ステー

ジ発表、作品展示、作業製品の展示及び頒布、交流事業等の内容で行う、本校の一

大行事である。 

○高等部の運動部は、特体連等の大会に向け、課業日は陸上競技・サッカー・バス  

 ケットボールに週４日取り組み、好成績を挙げている。 

家庭・地域 

との連携 

○学校公開週間を６月と１０月に設定（年２回）している。 

○近隣の小中学校との交流及び共同学習を、双方の学校を訪問しあう形で行ってい 

 る。 

○高等部作業班が、地域の施設の清掃活動や、地域での作業学習製品の展示及び頒布

会を積極的に行っている。 

○約６０名の児童生徒が通常学級支援籍学習を、約５名の児童生徒が特別支援学校支

援籍学習を行っている。また、未就学児を対象とした親子教室を実施している。 

○地域の篤志家を中心にした後援会に大きな支援をいただいている。 

進路に 

ついて 

○保護者対象の説明会を早期から実施する等、最新の情報提供を行っている。 

○企業就労は約 4０％、福祉的就労が約５５％、進学その他が５％となっている。 

[企業就労]製造業(金属加工・食品等)、サービス業(レストラン)、老人介護施設等 

[福祉的就労]主に深谷市・熊谷市・寄居町の福祉施設に就労。 

○小学部・中学部の児童生徒は、それぞれ中学部・高等部に進学しています。 

（※児童生徒数：R2.5.1 現在、進路は R2.3 卒業生の実績） 
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  児童生徒の成長物語 

高 

等 

部 

中 

学 

部 

小 

学 

部 

早期支援 

親子教室の実施 

教育相談事業 

関係機関との連携 

小学部の目標 

・こころもからだも元

気な子 

・基本的な生活習慣を

身につけようとがん

ばり、意欲的に取り

組む子 

・楽しく、元気に、仲

良く遊ぶ子 

・自分の気持ちや要求

を伝えられる子 

統
一
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
客
観
的
な
実
態
把
握 

中学部の目標 
・基本的な生活習慣を

身につけ、物事に主
体的に取り組む生徒 

・自分の役割を知り、
社会生活で必要なル
ールに沿って行動で
きる生徒 

・友達を思いやり、協
力して生活する生徒 

・先生や友達に相談し
ながら自分で決める
ことができる生徒 

高等部の目標 

・自立した生活を目指

し、仲間や地域社会

と積極的に関われる

生徒 

・家庭生活や職業生活

に必要な能力を高

め、進路実現に向け

て実践する生徒 

・主体的に物事を考え

行動に責任を持つ生

徒 

ポニーを活用した教育活動 

地域の小・中学校

との交流会 

約６０名の児童・生徒
が支援籍学習を活発
に行っています。 

作業学習 

高 等 部 は 農
作業・メンテ
ナ ン ス ・ 陶
芸・木工・手
工芸・革工芸
の 6 班。中学
部は農作業・
陶芸・木工・
紙 リ サ イ ク
ルの 4 班で
活動。 

    高等部では 

   企業や事業所 

  と連携し、2 週 

間の現場実習を年 

間 2 回(1 年生は

１回)、中学部は３

日間の現場実習を行

っています。 

地域での作業製品の

展示と頒布 

個に応じた指導 

感動を共有する学校行事 

社会体験 

 はばたき 

 のアイドル 

「メロリン」

PTA 活動との連携 
[本   部] 理事会だよりの発行 意見交換会の実施 

[進路対策部] 企業及び事業所見学会 進路講演会の実施等 

[地域支援部] 地域保護者交流会 ベルマーク収集 

[厚 生 部] 親子レクの実施  文化祭への参加 

[広 報 部] PTA 広報の編集・発行 


